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A GPS time and frequency reference receiver shows remarkable progress in
performance and becomes widely used nowadays as an instrument supplying highly
stable signals (1×10-12/day) with a reasonable price.  We have evaluated the
performance of GPS receivers by conducting an actual VLBI observation on the
Kashima-Koganei baseline (about 100 km distance) at frequencies of 2 GHz and 8
GHz. This observation demonstartes that the GPS receiver can be used as a frequency
standard of VLBI system for the integration period of up to 100 seconds.

１．はじめに
前々回（１９９７年秋）の講演会では GPS信号を利用した時間／周波数基準供給装置を

ＶＬＢＩ観測の周波数標準に適用できる可能性についてヒューレット・パッカード社のＧ
ＰＳ時間／周波数基準レシーバ（+3�����$）を用いて、実際にも ��0+]信号のアラン標
準偏差（5RRW $OODQ 分散）を測定し、その可能性を評価した。その結果、�*+] 以下では
１次の位相変動分を補償するだけ
で ���秒以上の積分が可能であり、
３次の位相変動成分まで補償する
ことにより、���*+] 帯において
も ���秒程度の積分が可能なこと
が示された。この評価結果をもと
に実際にＶＬＢＩ観測を行ったと
ころ、予想通りの結果が得られた。
この結果については前回（１９９
８年春）の講演会で速報した。今
回、詳細な評価結果を報告すると
ともに、こうした評価結果を基に
短期での安定度の改善を図ったＧ
ＰＳ周波数基準レシーバの開発に
ついても報告する。

２．ＶＬＢＩ観測による評価
　図１に示されるように基線長 ���NPの 9/%,観測を実際に行い、コヒーレンス（相関強
度）を調べた。観測周波数は �*+] および �*+] である。小金井局において水素メーザ周
波数標準を用い、ＧＰＳ周波数標準レシーバは鹿島局の周波数標準として用いた。図２に
相関処理で得られた粗決定サーチ関数（�*+]、９０秒積分）を示す。通常の測地応用ＶＬ

ＢＩではこの関数のピークの位置として遅延時間および遅延時間変化率が求まり、ピーク
の大きさが相関強度を示す。図２左はフ
リンジ位相変動を１次までサーチした
ものであり、右は３次までサーチしたも
のである。３次までサーチすることによ
りピークが大きくなることがわかる。こ
の相関強度は、安定な周波数標準を使っ
たときに期待される大きさにほぼ等し
く、３次までの位相変動サーチを行うこ
とにより、���秒程度の積分が可能とな
るという予測が実証されたことになる。
図３に �*+]での相関強度の低下の実測
値を示す。

３．開発中のＧＰＳ周波数基準レシーバ
　今回評価に使用したＧＰＳ周波数基準レシーバは ���� 秒以下の安定度が概ね �����程度
であり、この時間スケールでの安定度を改善するために、高安定水晶発振器およびルビジ
ウム発振器を、短期および中期の周波数標準として用い、長期をＧＰＳに同期させる周波
数基準レシーバを開発中である。さらに、複数台で同一のスケジュールでＧＰＳを受信し、
レシーバ間の相対変動をキャンセルしようとも試みている。性能評価が間に合えばこの開
発中のＧＰＳ周波数基準レシーバに関しての評価結果を報告予定である。

　　　　図 ��　粗決定サーチ関数の比較。左は１次のフリンジサーチ。
　　　　　　　右は３次のフリンジサーチ。

　　　図 ��　ＶＬＢＩ実験での評価法

図 ��　積分時間による相関強度の低下
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